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富山県の概要

県庁所在地

富山県富山市新総曲輪1-7●

人口

● 人1,116,387

※H17.3.31現在（住民基本台帳人口）

専門性の高い産業廃棄物の発生抑制や循環利用等に関する技術相談、アド

バイザーの派遣、普及啓発等の業務を、環境関連の 法人に委託して実NPO
施。

環境関連業務のＮＰＯ法人への委託
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２．外 部 委 託

○ 取 組 に つ い て○ 取 組 に つ い て

１．取組の背景

・ 循環型社会の構築に向け、事業者における産業廃棄物の発生抑制、循環利用

の取り組みが重要となってきており、平成 年 月に策定した「とやま廃15 3
棄物プラン」において、事業者の技術的支援を推進施策の一つと位置付けて

いる。

・ 平成 年度において、産業廃棄物の排出事業者、処理業者、関係団体を対象14
、 、に 事業者意識や取り組み状況等についてアンケート調査を実施したところ

産業廃棄物の発生抑制等を図りたいが、技術がない、情報が不足しているな

どの意見が多く寄せられた。

・ また、 ～ 年度にかけて学識者、排出事業者、処理業者及び試験研究機関14 15
で組織する「循環資源活用懇談会」を設置し、産業廃棄物の発生抑制策等の

検討を行ったところ、技術面での支援策に関する提言があった。

・ このため、事業者が抱えるこれらの課題解決に向けて、新規事業を予算化し

たものである （循環資源活用推進事業費）。

２．取組の具体的内容

・ 平成 年度より次の業務について、環境関連の 法人エコテクノロジー16 NPO
（ ） 、 。研究会 県内の大学・高専の学識者等により構成 に委託し 実施している

① 技術相談、アドバイザーの派遣

事業者が抱える産業廃棄物の発生抑制や循環利用に関する課題について

技術相談に応じるとともに、学識者によるアドバイザーを現地に派遣し、

提言を行っている （年間 事業所）。 5

② 普及啓発

産業廃棄物の発生抑制や循環利用などに関する技術の普及を図り、その

取り組みを促進するため、事業者を対象に先進的な事例を発表する講習会

を開催している。

３．取組にかかる事業費

・ 千円（平成 年度）1,000 16
（内訳 ・技術相談・アドバイザー派遣業務 千円） 581

・普及啓発業務 千円419
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４．取組の体制

・ 法人エコテクノロジー研究会において産業廃棄物の発生抑制、循環利用NPO
に関する専門家を置き、技術相談に応じるとともに、現地調査やサンプ

リングにより廃棄物の成分分析、リサイクル用途の調査を行う。

・ 調査結果は報告書にとりまとめ、事業者に個別に提言する。

５．取組の成果

・ 県内の学識者（大学・高専）による環境関連の 法人を活用することによNPO
り、学術的・専門的見地から技術相談、アドバイスが可能となり、事業者に

おける発生抑制等の取り組みの促進が期待できる。

６．今後の課題

・ 事業者が抱える課題に対して、実効性のある技術的アドバイスがどの程度ま

でできるか課題。

・ 技術相談を通じて、今後、産学間での産業廃棄物に関する共同研究、先進的

技術開発が期待できる。


